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リスクワークショップの構成メンバーについて 

 

１．我が国における主な構成メンバー 
 

・リスクワークショップに参加すべきメンバーとして、例えば、

以下の人員が想定される。 

 

 当該ＰＦＩ事業において実際に現場を担当する部署の担

当職員 

 発注者内部で類似の事業を過去に担当した経験を有する

職員 

 他団体で同種のＰＦＩ事業を担当した経験を有する職員 

 対象とする事業分野に知見を有するアドバイザー 

 

・福岡市ＰＦＩガイドライン第２版には、「リスクワークショップ

は、行政部門の担当者、ファイナンシャル・アドバイザー、リ

ーガル・アドバイザー、テクニカル・アドバイザー等によって

構成し、定量化が困難なリスクについて経験則により、リスク

の洗い出しからその発生確率や対応費用の推定を行うために行

う」と記載がある。 
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（出典：福岡市ＰＦＩガイドライン第２版） 
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２．海外における主な構成メンバー 
 

（１）イギリス 

・Green Book の付録として位置づけられている Public sector 

business cases using the five case model: updated guidance 

(HM Treasury, 2013) Annex 1 では、事業計画段階において、

リスク認識のためにワークショップを行うことを示唆している。 

 

主な目的 重要な参加者 アウトプット 

 サービスの内容の規定 

 リスクと支払い方法の配

分の規定 

 契約書案の規定 

 関係者等 

 金融担当者 

 経済アドバイザー 

 顧客またはユーザーの

代表 

 プロジェクトマネージャ

ー 

 進行役（ファシリテータ

ー） 

 リスク分担案 

 契約書案 

 商業性の条件 

（出典：Public sector business cases using the five case model: 

updated guidance (HM Treasury, 2013) Annex 1（原典より和訳）） 

 

 

（２）フランス 

・リール競技場の実例では、競争的対話に入る前のリスク分担表

の作成にあたり、各分野の専門家を集めて、最終的には 50 人く

らいが関わって作成している。専門家とは、外部の法律家、フ

ァイナンス専門家、技術に関しては内部担当者を中心としつつ

も特殊な内容については外部専門家を活用している。 

・この作業は、一堂に会して行うこともあればメールベースで行

うこともあるため、特にリスクワークショップという形式にこ

だわっているわけではない。 


